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富士川河口断層帯―糸静横断深部地殻反射法探査で観測された地震記録の地震波干
渉法イメージング
Seismic interferometry imaging of seismograms observed in the Fujikawa-kako fault zone
- ISTL seismic reflection survey
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地震波干渉法は、異なる受振点で観測された波形記録の相互相関により、一方を仮想的な震源、他方を受振器として
観測した場合に対応する擬似的な反射波記録を得る手法である。この手法の特徴は、人工震源を必要とせず、地震計記
録から地下構造をイメージングすることができる点にある。
平成 24年 4月 2日～15日に富士川河口断層帯―糸静横断深部地殻反射法探査が実施された。調査測線は静岡県北東部

において、富士川河口断層帯とその西方にある身延断層系、糸魚川―静岡構造線を横断するように設定された。この探
査の目的は、富士川下流域の堆積構造、および断層群とフィリピン海プレートの深部形状を明らかにすることであった。
本研究では、調査期間中にこの測線で観測された自然地震の記録に対して、地震波干渉法の自己相関解析および相互

相関解析を適用した。得られた結果を反射法探査の解析結果と比較し、結果の妥当性について検討した。
期間中に観測された自然地震記録を検討した結果、24個の地震の記録を解析に使用した。広角反射法探査の制御震源

の記録 8個も合わせて使用した。自然地震については P波、制御震源の記録については初動から 10 s間を切り出して解
析を行った。前処理として、バンドパスフィルター（4～16 Hz）の適用、および S/N比の低いトレースの除去を行った。
また、表層や標高の影響を取り除くために反射法探査でよく用いられる静補正を適用した。
自然地震と制御震源を用いたそれぞれの干渉法解析の結果の特徴はよく一致した。また、反射法探査の解析結果とお

おむね整合的であった。このことは、地震波干渉法が有効な地下構造探査手法となりうることを示唆している。しかし、
プレート境界などの深部構造をイメージするには至らなかった。その理由として、観測期間が限られ、使用した地震数
が少なかったことが挙げられる。
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